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山形市上下水道部浄化センター



山形市浄化センターの歴史
・昭和４０年： 処理開始（一次処理）

・昭和４６年： 活性汚泥処理開始（二次処理）

・昭和５５年： コンポスト製造開始

・昭和６３年： 消化ガスエンジン発電機導入

・平成１４年： 燃料電池発電設備導入

・平成２５年： ガスエンジンを燃料電池に更新

・令和 ７年： 燃料電池(平成14年式)を

マイクロガスエンジンに更新
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再利用水
放流する水の一部をろ過して、場内の雑用水として利用
（機器の洗浄・場内散水など）



汚泥消化槽
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汚泥消化の効果
汚泥中の有機物がメタンガス・二酸化炭素や水に分解され，

汚泥の固形物が減量される。
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新型燃料電池(平成25年導入）
１００ｋW×2基



燃料電池でおきている反応
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マイクロガスエンジン（25kW×6基）

※消化ガス発電装置（令和７年完成）
➡消化ガスを使用して発電を行い、その際に熱も発生します。
（発電した電気は場内で使用、発生した熱は消化槽の加温や場内の暖房等に利用しています。）
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脱水ケーキのコンポスト化
浄化センターで発生した脱水ケーキは

前明石ケーキ処理場に運ばれ、コンポスト（肥料）となる
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農作業が
しやすいよう
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